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１．施策の目的等

２．事業費・人件費等の推移

３．指標実績の推移等

主担当部課名

平成30年11月14日施策評価シート

施策の目的

　複雑多様化・大規模化する災害に迅速・的確に対応できる消防力（消防通信機器を含む。）を整備し、住民の安心・
安全な暮らしを支える消防・救急活動体制並びに消防通信体制を確立することを目的とする。

施策を取り巻く現
況や市民ニーズ

等

　119番通報の受信及び出動指令は、一刻一秒を争う消防活動の初動対応の中でも特に重要な任務である。
　通信指令センターの指令員は、専門的で高度な知識と技術を備えた専任指令員であり、確実に災害場所を特定し、
迅速な指令に努めている。
　また、超高齢社会を迎え、高まる救急需要の中で、緊急度に応じた適切な判断や、通報者に対して的確な応急手当
の指導を行い、さらなる救命率の向上を目指している。
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４．施策の評価

今後の課題

①通信指令管制事業で示す指標は、心肺機能停止傷病者の状況等に影響される数値ではあるが、平成29年度の実績値は下がっている。
通報者が適切な応急手当（心臓マッサージ等）を継続できるよう指令員の口頭指導技術の向上に努め、将来は応急手当実施率を100％に近
づける必要がある。
②救急医療情報案内事業では、休日夜間病院案内の利用を更に促進する。
③災害情報案内事業では災害発生時における119番への災害発生状況の問い合わせによる指令受信業務の負担の軽減を図るため、テレ
ホンサービス及び市民向け災害情報メール配信の活用を促進する。

今後の展開

①通信指令管制事業では、計画的な新任研修及び現任研修を継続し、指令員の経験年数や技術に応じたカリキュラムの見直し等を行い、
指令員の更なる高度化を図っていく。
②救急医療情報案内事業では、救急キャンペーンなどのイベント等を通じて、保健関連機関等と連携し休日夜間病院案内を積極的にPRす
る。
③災害情報案内事業では、テレホンサービス及び市民向け災害情報メール配信をホームページや消防フェア等のイベントを通じて多くの市
民に利用されるよう広報活動をしていく。

指標の分析

　総合計画実施計画に掲げる平成29年度の目標値を下回っている。

①通信指令管制事業では、教育研修計画に基づき、新任指令員及び現任指令員に対して、定期的な口頭指導研修及び効果確認を実施
することにより、通報者への口頭指導技術は向上している。
②救急医療情報案内事業では、休日夜間病院案内の運用により、市民が119番にダイヤルし指令員が直接病院紹介に対応することの減少
及び、救急車の適正利用に貢献した。
③災害情報案内事業では、市民サービスの一つとしてテレホンサービスを使用した災害情報案内を行った。また、災害情報メールによる通
知及びホームページからの情報入手等のサービスにより、災害発生時の119番への問合せが減少した。

これまでの主な取組と成果



５．構成事務事業の評価

20 0

構成事務事業の
適当性

　消防通信体制の強化に向けた通信指令管制事業、住民へのサービス向上を目指す救急医療情報案内事業及び災害
情報案内事業の取り組みは、着実にその成果が表れており、構成事務事業の適応性は高いものと評価する。
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